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長沢が亡くなる前に書かれた唯一の伝記ということになり，聞き書きで書かれている部分も多く信
ぴょう性が高いので，研究者にとって信頼のおける決定版伝記と言えよう。
さて，長沢はフオウンテングローブを処分するようなことは考えなかったので，当然のことなが
ら禁酒法の影響で収入が減り続けてしまい，1927年から1933年にかけて資産の一部を抵当に入れて
５～６回にわたり商額の借り入れをしている。1925年時点で約20万ドルの収益があったが，衝料を
稼ぐために同年には他の会社に滑走路の設置場所として農場の西南の一角を貸したりしている。
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艮沢鼎のさらなる帰圃と様々な苦難と永遮の別れ
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ファウンテングローブの納屋の一つ
ところで，日本にいる親戚とも付き合いがあったことはすでに述べたが，その中で股も親しくし
ていたのが赤星鉄馬だった。鉄馬は，長沢の弟で赤星家に養子に入った弥之助の長男である。弥之
助は港湾建設により建設業で財を成した人で，鉄馬もまた父親の集めた骨董品を売り払ってかなり
の資力を誇っていた。1930年に長沢は鉄馬からやむを得ず25000ドルを借り入れた。また1931年に
も10000ドル借り入れているが，３０年の借り入れと併せて生前にはついに返金することができな
かった。ただし，この負‘債は1935年にすべて長沢の死後に遺産で返済されている。
さらなる問題が老いた長沢の身に降りかかった。この厳しい時代には他の人々も厳しい状況に立
たされていたのであるが，長沢の代理人で親しい友人の一人でもあったジョージ・キングが投機に
熱を上げ1929年の大恐慌で破産したのだ。彼は無心のため何度も会いに来たので多くのお金を貸し
てやったが，返済の兆しがないので長沢はついに訴訟を起こして差し押さえをするしかなくなっ
た。この年にキングは失意のうちに亡くなった。
その直後サンデイエゴから再びロバート・ハートが要求を突き付けて．長沢に対して訴訟を起こ
した。1931年１月に公判が開かれハートは３万ドルを要求したが，長沢も弁護士（ウォレス・ウェ
アとジョージ・マーフイー）を立てて争い，ほぼ勝利した。ハートはカリフォルニア州の蛾高裁ま
で上訴したものの．退けられた。
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晩年の長沢鼎（70歳代後半くらい）
同一皇
』
ら幸介にワイナリーを継がせたいと思った。しかし．1920年に可決された外国人土地法が1923年に
発効するとその夢は難しいものとなった。長沢の財産は顧問弁護士のウオレス・ウェアが管理する
ことになるが，ここには不安材料があった。ウェアは勤勉であったが，アメリカ人であったし，ファ
ウンテングローブへの愛情を持っているというわけではなかったのだ。
外国人土地法の可決前に財産の一部を少額だけ幸介に譲っておくというのが，とりあえず長沢に
できた精いっぱいのことだった。1934年１月に禁酒法が廃止されたが，これも長沢にとっては手遅
れであった。しかし長沢は挽回を図るために，ファウンテングローブの人となっていた佐々木英吉
(共喜の義弟）を代理人としてロサンゼルスにファウンテングローブの支店としてのワイン販売の
株式会社を設立した。ワインの販売についてはロスのＥ・Ｃ・ロマーノが代理人として担当した。
長沢は甥共喜の息子である幸介少年を孫のように深く愛するようになっており，
｡ 0年に可決された外国人：
当然のことなが
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長沢鼎のさらなる帰国と様々な苦難と永遠の別れ
．､'零 ?
■
■
や
雪竪一
β服瞬里‘
唱剣＝
■ー
?
?
??
??
》
???????
?
ｰ■■
農-琴一語豊苧言冒卓零誇崇毒
ａ
停争
塾一員胃
電
画
、、と
■
一
画
■
一弓
賭
■
■
1Ｆﾛ
■駒錘壷
長沢はこのころから，つまり1930年以降体力が落ちていき，有名人の訪問客などをもてなしては
いたものの．1934年に入ると健康状態は最悪となった。彼は動脈硬化が進み，うつ状態になった。
もはや回復は望めない状態だったので、主治医のフィリベアト・ボナベントゥーラが頻繁に往診を
した。ボナベントゥーラは長沢と親しくいろいろ語り合ったが，挺沢は仏教や儒教や神道の思想こ
そが信条だと述べたそうだ。この思想こそが武士道精神であり，彼が新生兄弟社の思想ではなく薩
摩の武士道精神を自己のよりどころとして堅持しつづけたことがわかる。
このころＥ・Ｃ・ロマーノはロスにいて，ワイン販売以外のことについても長沢の仕事の代理人
になっていたが，1934年のｌｊｊ頃に長沢はロマーノにファウンテングローブの一切，つまりワイン
事業と地所を売却する意志を伝え，買い手を探すようにと指示をしている。ロマーノは１月のうち
に買い手を二人見つけていたが．長沢の死でご破算になったのだ。
長沢鼎は1934年３｝ｊｌｌＩに亡くなった。８２歳であった。誕生1.1からわずか１０日目だった。その前
｢|に彼は家族やポナベントウーラI侭師や周りの人々をr1分の部膝に呼ぶように言い，辞･ＩＩｔのイリとし
て「もうお別れの時が近くなったようだ。・・・・死を美しく迎えたい」と言った。誠に武士の雌
後らしい言葉である。
80歳くらいの長沢（最後の写真と思われる）
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